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特別審査員賞
10万円

ビジネスアイデアコンテスト（S-Booster 2017）の概要
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l 「S-Booster2017」とは、宇宙を利用した新たなビジネスアイデアコンテスト。今年度が初の試み。

l ベンチャー企業のみならず、学生や個人、異業種からアイデアを幅広く募集。300件を超える応募。
メンターによるブラシュアップを通じた事業化支援を行う。

l 最終選抜会では、各ファイナリストは投資家等に向けてアイデアを発表。
その後の資金調達に結び付けることが狙い。

大賞
300万円

スポンサー賞
100万円

実
行
委
員
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ビジネス
アイデアの
募集

ü 企業
ü 大学
ü 個人

選ばれたアイデアを、
メンターの事業化支援により

ブラッシュアップ

事
業
化
支
援

内閣府・ＪＡＸＡ・スポンサー企業
（ANAホールディングス、三井物産、
大林組、スカパーJSAT）

１０月３０日

最終選抜（公開）
＠ニコファーレ

８～１０月

メンタリング期間
（合宿も実施）

７月２８日

一次選抜
（15件に絞り込み）

～７月１８日

応募受付
(300件以上の応募)



メンターによる事業化に向けたブラシュアップ
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メンタリング合宿の様子
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メンタリングの様子① メンタリングの様子②

メンターによる講義の様子 懇親会（ネットワーキング）の様子



最終選抜会の概要
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○開催日時： 平成29年10月30日（月）14:00～18:00
○開催会場： 六本木ニコファーレ
○参加者： 宇宙関連企業、ベンチャー企業、VC等の投資家、メディア関係者など100名以上

※ニコニコ動画で１万3,000名以上が視聴し、1,000件以上のコメント。

最終選抜会の様子 フォトセッション

（出典：l ivedoor NEWS掲載記事）
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最終選抜会の結果

大 賞
松本 紋子
「超低高度衛星搭載ドップラーライダーによる飛行経路・高度最適化システム
の構築」

審査員特別賞

審査員特別賞

ANAﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ賞

三井物産賞

大林賞

スカパーJSAT賞

石北 直之
「嗅ぎ注射器 宇宙へ」

チーム 羅針盤
「衛星測位×セキュリティ（未来に向けた安心な測位）」

チーム TRY FORCE
「宇宙テザー技術をつかった宇宙環境計測技術の開発」

松本 紋子
「超低高度衛星搭載ドップラーライダーによる飛行経路・高度最適化システム
の構築」

チーム さざ波（福代 考良）
「世界をつなぐ さざ波衛星ネットワーク」

チーム ハプティクスターズ
「力触覚技術を適用したロボットアームによる宇宙での作業の高機能化」



大 賞
「超低高度衛星搭載ドップラーライダーによる飛行経路・高度最適化システムの構築」
提案者： 松本 紋子 （ANAで運行管理者資格を有する社員）

l 超低高度衛星に搭載したドップラーライダーから得られる３次元の風速データを基に、飛行機の最適
な飛行経路・高度を算出。飛行中の飛行機に都度その情報を伝達することで、燃費を大幅に向上。

l これにより、年間364万トンの燃料削減効果、3,200億円の経済効果が期待（※提案者試算）。

出発地 目的地

ジェット気流

実際の値に近い風のデータが必要

最適経路
4000℔
LOSS

7000℔
LOSS

©JAXA

超低高度衛星搭載ドップラーライダー

３次元の風速データを随時収集

最適な経路を選択することで
大幅な燃料削減が可能となる
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最終選抜会ファイナリスト15組の提案タイトル

7

エントリー
ナンバー

発表者氏名 発表者属性 提案タイトル

1 福代 孝良 東大准教授 世界をつなぐ　さざ波衛星ネットワーク
2 田口 紀成 理化学研究所研究員 SELENYZER
3 宝田 直樹 JAXA職員 衛星測位×セキュリティ（未来に向けた安心な測位）
4 黒田 有彩 宇宙アイドル 宇宙旅行フェス
5 大場 直之 ロボットメーカ 高精度の衛星測位サービスを活用したドローン船による完全無人給餌システム
6 稲野 雅則 板前 Ｇ空間情報を活用した生態系エンサイクロペディア＆ビッグデータ構築
7 小田 観世 大林組社員 サステナブルな資源開発に向けた月面基地建設
8 野崎 貴裕 慶應助教授 力触覚技術を適用したロボットアームによる宇宙での作業の高機能化
9 大久保 貴之 3D地図メーカ 氷と宇宙の夢の共演（３Ｄ宇宙アイスモールド）
10 福代 孝良 東大准教授 山林ビッグデータプラットフォーム　「イザナミ」
11 桜庭 康人 農業系ベンチャー ツナガル次世代農業 Smart Agri Floatプロジェクト
12 松本 紋子 ANA社員 超低高度衛星搭載ドップラーライダーによる飛行経路・高度最適化システムの構築
13 青木 義男 日本大学教授 宇宙テザー技術をつかった 宇宙環境計測と軌道遷移技術の開発
14 石北 直之 小児科 医長 嗅ぎ注射器　宇宙へ
15 稲垣 崇 和歌山県日高町議会議員 地方行政による地球観測データの業務利用促進
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